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第第第第３３３３章章章章    計画の基本的な考え方計画の基本的な考え方計画の基本的な考え方計画の基本的な考え方    

 

１ 計画の基本理念 

自殺は、その多くが追い込まれた末の死であり、誰にでも起こる可能性があります。さまざま

な困難に直面した場合に、一人で抱え込むのではなく、「周りの人に助けを求めればよい」とい

うことを理解することが大切です。 

そのため、本市においても、国の自殺総合対策大綱の理念「誰も自殺に追い込まれることのな

い社会の実現」を踏まえ、以下のように基本理念を定めます。 

 

 

みんなの「生きる」を支え、 

あしたへつなぐまち “かりや”  
 

 

２ 基本目標 

わが国の自殺対策においては、「2026 年までに自殺死亡率を 2015（平成 27）年と比べて 30％

以上減少」させ、自殺死亡率を 13.0 以下とすることを目標としています。 

また、愛知県においても、この考えを踏まえ、2026 年までに自殺死亡率を 13.0 以下にするこ

とを目指しています。 

本市においては、2016（平成 28）年の自殺死亡率が 16.7であるため、2026 年までに自殺死亡

率を 13.0 以下にすることを目指し、本計画における目標年となる 2023 年の自殺死亡率を 14.4

以下とします。   
■自殺死亡率の目標 

 

2016 年 2023 年 2026 年 

16.7 14.414.414.414.4 以下以下以下以下 13.0 以下 2023 年までに自殺死亡率を 14.4 以下まで減少させる 

 

【本市の自殺死亡率について】 

外国人を含む警察庁統計を厚生労働省が再集計した地域における自殺の基礎資料を使用する。また、自殺死亡率

の算出の考え方として、単年では件数が少なく、数値変動が大きいため、過去５年間の平均値を自殺死亡率とする。 
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